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第１回 学校評価アンケートの報告と今後の取り組みについて

秋冷の候、皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、一学期末の「第１回 学校評価アンケート」の報告と今後の取組について、下記のように結果

がまとまりましたので、お知らせいたします。アンケートの結果を受け、さらに子どもたちのために努
力して参りますので、今後とも、本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

Ⅰ 学校評価アンケートの結果と今後の取り組み

１ ＜基礎的な学習内容定着のための読み上げドリル等の工夫＞

「できている」「大体できている」が保護者アンケートは 66％、低学年は 70％、高学年では
68％、職員アンケートでは 73％と評価されています。
＜今後の取り組み＞

低学年は火曜、高学年は火・木曜の朝の時間に「学び」の時間を位置づけ取り組んでいます。特

に火曜日は、放送の合図に合わせ全校で読み上げ計算に取り組んできました。６年生が実施する全

国学力調査では、全国平均を若干上回る結果が出ました。引き続き学力の定着に向けて全校で工夫

して取り組みを進めてまいりたいと思います。

３ ＜つむぐの活用＞

今年度から上田市の全学校でつむぐの活用が始まりました。お家の皆様にもご協力いただき進

めさせていただいております。つむぐ活用に関わる評価項目を平均すると、「できている」「大体

できている」が保護者アンケートでは 53 ％、低学年アンケートでは 69 ％、高学年アンケートで
も 69％、職員アンケートでは 27％となっています。
＜今後の取り組み＞

今年度から始まった活動で、試行錯誤しながらスタートしたところです。取り組みの様子は個

人差があり、より多くの児童が有効に活用できるよう、利用の方法を探っていきたいと考えてい

ます。お家の皆様にはご協力をいただき大変にありがとうございます。今後もご協力をよろしく

お願いいたします。

２ ＜丸子の特色や産業や歴史に関わる学習＞

「できている」「大体できている」が保護者アンケートは 65％、低学年は 61％、高学年では
63％、職員アンケートでは 63％と評価されています。
＜今後の取り組み＞

昨年度から自ら活動を楽しむ生活科、問題解決力を育む「まるっ子タイム（総合的な学習の時

間）」を始め、ふるさと丸子のよさを学ぶ取り組みを行っています。学校支援ボランティア（まる

っ子応援隊）の協力や地域の方々に丸子地域の歴史や外国語、書道、ミシンの扱いについて学ぶな

どの活動を２学期は実施していく予定です。



Ⅱ ご家庭へのお願い

今年度も課題となりました「あいさつ」について、ご家庭でもご支援をお願いします。

○大人から子どもにあいさつのシャワーを贈り続けましょう

家の中だけでなく、家の前や道路で会う子どもに元気なあいさつをしましょう。

小さな声のあいさつが返ってきても、笑顔であいさつを続けていただければ幸いです。

大人があいさつのお手本となれば、子どもはきっと変わります。

５ ＜時間や使い方の約束を守ってのメディア機器利用＞

児童アンケートでは「できている」「大体できている」のを合計を見ると低学年では 77 ％、高
学年では 78 ％と高い評価になっていますが、保護者アンケートは 52 ％となっている項目です。
夏休み前には、５・６生を対象にメディア利用に関わる学習を行うなど各学年の実情に合わせ取

り組みを進めてきました。

＜今後の取り組み＞

今後も各学年の子どもたちの実情に合わせ、メディアとの関わり方を学習したり考えたりする

機会を大切にしていきます。また、つむぐを利用して、子どもたち自身でメディアと関わる時間

を見返していきます。

６ アンケートに記述されている内容をまとめました。

＜保護者アンケートより：こんな子どもに育ってほしい＞

あいさつができる子、思いやりが持てる子、自分で考え行動ができる子、すすんで手助けができ

る子、相手の気持ちを考えて行動できる子、あいさつ・ありがとう・ごめんなさいがきちんと大

きな声で言える子、明るく素直な子、相手のいいところを見つけられる子、人の痛みがわかる子、

トラブルがあった時は先生や親に相談できる子、

＜今後の取り組み＞

保護者の皆様から、学校がより良くなるための貴重なご意見をいただきました。ご意見を参考に

させていただきながら、ご家庭や地域と協力し、こんな子どもに育ってほしいという願いの実現の

ため、ひとつひとつ取り組んで参りたいと思います。
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４ ＜明るい声であいさつを返すことができる＞

「できている」「大体できている」が保護者アンケートでは 72 ％、低学年アンケートは 79 ％、
高学年アンケートは 80 ％、職員アンケートでは 64 ％と評価されています。毎月児童会による
「あいさつ運動」や、昨年度から引き続き学校職員が意識しながら積極的に児童にあいさつを行う

ことに取り組んできました。

＜今後の取り組み＞

「あいさつ運動」など、児童会が主体となって取り組む活動を引き続き行うとともに、「丸子地

区あいさつ運動」など、小中連携しての取り組みを行っていきます。あいさつすることのよさを

感じ合い、そこから自主的なあいさつにつなげていきたいと考えています。


